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意見交換会実施報告書 

 

開催日時 
平成３０年１１月２１日（水） 

午後６時３０分 ～ 午後７時５８分 

開催場所 大町公民館分室 学習室 

出席議員 

髙橋  正  （責任者）      小林 治男 （司会者） 

中牧 盛登 （説明者）      佐藤 浩樹 （記録者） 

平林 英市 

参加者数 ７人 

報告内容 
・平成２９年度決算の概要及び事務事業評価について 

・昨年度の意見交換会における課題等について 

内容 

（要望提

言等） 

 

大町病院について 

○発言 

事業管理者と院長の職務を分離できないか。 

★回答 

 事業管理者については、院長との併任ではなく、病院経営の専門知識

を有している者の登用が必要だと考えている。 

【行政へ送付】 

○発言 

 病院改革は以前からの課題であるが、改善されていない。人件費に手

を付けなければ改革はない。 

★回答 

 ８年前から経営バランスが良くないとの指摘はあった。平成２４年度

以降方針転換があり、南棟建設に加えて医療従事者の増員などがあり人

権費が抑制できていない現状である。           【完結】 

○発言 

 人件費を削減すれば医師や看護師が確保できなくなる。人権費削減で

はなく、まずは、大町病院の患者数を増加させる努力が必要である。 

 一般会計の繰り入れに頼ることのないよう病院独自の経営が成り立

つよう、市民に対して市長や議会も病院利用の働きかけをすべきであ

る。 

★回答 

 本年度、半ばから入院・外来単価が上昇しており、さらに改善計画を

精査し、平成３２年度以降改善傾向に向かうとしている。外部監査も受

けており、市長も議会も不退転の決意をもって対応する。 

【行政へ送付】 
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デマンド交通について 

○発言 

 高齢者の免許返納について、現状の制度（市民バス等）では、なかな

か難しい。高齢者の引きこもり対策としてもデマンド交通も検討すべき

ではないか。 

★回答 

 最寄りのバス停まで遠い方も多くいる。ドアツードアを目指し、議会

としても取り組む。                【検討先議会】 

 

芸術文化振興等について 

○発言 

 北アルプス国際芸術祭、アーティスト・イン・レジデンス事業は、事

業費が多すぎる。松本山雅ＦＣへの出資など予算の使途を明確にすべき

である。 

★回答 

 北アルプス国際芸術祭等については、多くの来訪者があり経済波及効

果も大きい。 

 松本山雅ＦＣについては、運動公園サッカー場での教室なども開催い

ただいており、青少年のスポーツ育成にも寄与している。  【完結】 

○発言 

 北アルプス国際芸術祭は、成功であったが地元作家にも積極的に参加

できるようにしてほしい。 

★回答 

 徳島県神山町では、住民から作品募集も行っており成果も上げてい

る。行政側に伝える。               【行政へ送付】 

○発言 

 芸術祭に従事した市の職員の対応が悪かった。職員の意識改革をすべ

きである。 

★回答 

 行政側に伝える。                【行政へ送付】 

 

その他 

特記事項 

 

 

 

 


